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泌 に よ つ て 支配 され て ゐ る
。 明 色化 す る内分 泌 （；「｝は 1’

tU
’，s　tLi］ierali ・」 か ら直接

に分泌 され るか 又は 關係 的に こ の 部分に よ ら支駅され る
。 晴 色化の 内分泌 （．B ）

は Pi！r，s　intc’r］n （
sdia よ ）

t 分泌 さ れ る
。

　脊髓 及眼紳經 切斷の 實」瞼に よ り IYtnolm・s　 （こ於 て は 中樞神經は 單に 眼 の 受 け

た刺戟を腦下 垂 體に傳 へ る 以外體色變化に 關係 ない 事 を示 す。 禽 注 意すべ きは

絶 對暗黒 内内に 於て も夜 間 多少明色化す る邇 期的變化 の あ る事で あ る
。

　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 （菊池健 三 ）

7・面 ・ の 腮及び肢の 形態發生 に於 け る外胚

　　　　　　葉及び 中胚葉の 意義

　ROTMANN
，
　E、（1931）　1）i（1 ｝lo！le　cle　i　E ．，d〔レdevtu　；Lincl ］　Iui＋t）devnis　l｝L・i　der　F｛，rm −

1｝j！Clし1】lg 　　，ler　　I〈lie1｝IUll　（晝11〔1　　11二xt1
：
｛
・lllit〜しえell 　YO ］1　71・i”，” ．　　1．　　＿［srh ＿　刃 ，〜tU1．　B ，　lL）！，

s．747

　 Trite！t 齪 〃 溜 塀 及び Tl’，　ct’1蜘 伽 の 間 に 原腸期の 始め に 於 て異種間 的移植 を

行 ひ 兩種 の 組織 よ り成 る腮及 び 肢 を造 る事が 出來 る
。 腮 及 び 肢の 形成 に於 て 各

胚 葉 が 如 何な る 關係 を保 つ か と言 ふ 問題 を 此 の 方 法 に依 て研究す る の が本 論交

の 目的 で ある
。 兩種に 於 て は 肢の 發生 に 就 て次 の 如 き諸點に差異が認め られ る e

（1）各 指 の 長 さ 、 太 さ 、 及 び 其出現時期 ， （り）足 の 靜 止 状態 。 〔3）腕 の 囘轉の

有無 。 （4）胴關節の 出現時期。 此 等の 差異 を標 準 として　t
’
fistatec−s の 中胚 葉 と

ノ  11σ 餾 の 外胚 葉 を持つ 7Z （及 び 其反對の ）肢の 發生 を檢 し何れの 特徴 が表 は

れ るか を見 、 其 に依 て 外 、 中胚葉 の 關係 を明 らか に す るの で あ る 。 腮 に就 て は

兩種 間に質的差異が 認あ られ な V ・．併 し後 に逑 べ る理 由 に依 て腮の 發生 に も同

樣な實驗 が意 義を 持 つ
。

　次 の 二 種類 の 移權が原 腸期の 始 め に行 は れ た 。

　實驗 1
、

tCtc’tti（ttus の 前 肢及 び腮 部の 外胚 葉 と攻 る可 き部分 を 1
‘
rl鰤 締 の 外胚

葉 を以 て 置代 へ る 。

　實驗 II。　 taoiiatus の 前 肢及び 腮部の 中胚 葉 と成 る 可 き部分 を 1
’
，

1
！面 傭 の 中胚

葉 を以 て 置 代 へ る
。

　實驗 1 の 結 果。 手術 され た 側 の 前 肢 の 發生 は fa川 tiatu ，s の 前月芝の 發生 と何 等

變 る所 な し。crist・cLd・u．iの 外胚 葉 を以 て蔽 は れ だ t（！… iiCltL（．S の 腮 は 手術 されな い 側

の 腮 に比 し其 の 發生 が著 し く遲 延 した。 （此 と反對 の 組合 せ 即 ち 醗 ’面 加 の 外

胚葉が 酬 蜘 伽 の 腮部外胚 葉 と催 換 へ られた 場合 は SPEMANN に 依 る と手術 さ

れ な い 側 の 1｝思に 比 し發 生 が 促進 され る。）

　實駿 II の 結 果。手術 さ れプZ側 の 前 肢の 發4三は 1
’
F
−
S・vtatu ，s の 型 を取 る，又 腮 部
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L

の 中胚 葉が ［TiStCttl（b
’
の 組織で あ る場合 に は 其處 に 生 じた 腮は 手術 されな い 鯛の

腮 に比 し何 等の 變化認め られず c

　以上 の 實驗ll依 て i火 の 結論 が得 られ た。 （1）腮 の 發生 が其 を蔽 メ、外胚 葉 の 種

類 に依 て促進 され又 は 遲延 さ れ る事實は 外胚 葉 自身 に或 る發生傾 向が 内在す る

事 を示 す。 皀卩ち腮 の 發生 速 度は 外胚 葉に 依 て決定 さ れ る
。

〔2 ）腮の 發 生 速 度は

中胚葉 に 依 て は 決定9 れ 7S　V ・
。 〔3）肢の 發生 に對 し外胚 葉影響は 何等 認め られ

な い 。 〔4）中胚 葉 は 脚明 彡態 を決定す る
。 　 　 　 　 　 （JTtif］常雄 ）

ミ ヅ カ ゲ ロ ウ 矗 〃川 の 生 活 異

｝

WITHYCOMBE 　C．　L （19t？L））
・ Nete．s　o ⊥l　 dhe　 Bi（》1〔lg｝

・
1〕f．，。me 　 Bl．三、i，h　Neurし｝

−

pteγvL （・P！σ 广’1ア9 ’“i1 α 〉．　Tt　vi’店 ・J・th’t・．Sbt・・LOni7・・PP・5  ／−594・

　淡水 海 綿 に 寄生 して 其の 幼 蟲時 代 を過 す ミ ヅ ヵ ゲ ロ ウ科の 騰 ！ノ）
’Ct 屬 に 就 て

は 、 吾 が 國 に て も既 に 中原 和郎 、 江 崎 悌 三 、土 野益 三 諸氏 に 依 つ て 記載 せ られ

て ゐ る
， 然 しその 生 態 的方 面 は 未 だ 餘 り紹 介されて 居 らなV か ら、本論交 中か

らN1
Ψ α の 生 活 史 IC關 す る部 分 を次 に 抄録 し てみ よ 5 。

　觀察に用ひ られ te種 類 は 歐 洲 に ご く普通 な 9 ．伽 副 α FよBRICIUS で あ る。成蟲

は 五 六 月頃 に最 も多 く、 それか ら夏 の 終 りまで 川 や湖 の 岸に 沿 メ・た 灌木 の 茂み

な どに 見 出 　sAZ る。 卵 は 水邊の 木の 葉 とか 棒杭 等の 上 に數個 つ つ か た め て 4三み

つ け られ、雌 は 此 の 卵 塊 の 一Lに 3
、
4 層の 臼 い 1；ilk 、、c・b を張 つ て 覆 ふ て 了メ、か

ら、 外か らは 殆 ど見 桑な い 。 卵 は長 卵形 で 長 さ 【1．35mm 淡黄色で あ る
。 實驗

しプと もの で は 63
°

F ．に保 つ て催 い て 14 日 目に 孵化 し fe。　 EmbryD は 中央 線 に

於 て 口器 に接 して
一

個の 特有 な鋸駿 の 讐 g』）rc泳 er （liatじhin野 pi1／の を有 レて

ゐ る ，孵化 す る 際 に は 是 で 先づ 堅 い 卵 殻 、及 び しば しば覆ひ の ，silk 　 web を も

切 ウ破 つ て徐 々 に頭 を出 し て 來 る
。 す る と ｝unllion 　 skin が 覆薯け て 幼 蟲は完全

に 外 に拔 け 出 し 、
（
・gg −LI・eaker は 之もlnlli り1い よi戯 こ附着 しブと ま ま卵殼 申に殘 るの

で あ る
。 それか ら幼蟲は 水面 に 落 ちる と頻 S に 蠢 い て ゐ るが 、逾 には 水 中に沈

ん で
、 體 を 丸 くして 流れ ρ） ま まに水 中の 層 を漂 つ て ゆ く。 此 の 頃の 幼 蟲の 消化

管に は 胸部 の 所に 瓦斯の 泡が 這 入 つ て ゐ る の が 見 え る
。

こ れ が 體 を水 と同 じ比

重 に させ て 適當の 深 さに 保 つ
XL

　S’くの で あ る
。 自然 の 默 態 に於 て、 それか ら如

何 に して 海 綿に 辿 r） つ くか は 明か で な い
。

が 、 淡水海綿 埼）1曜 甜 α ．iTi・viatltis
・

を 以 て 實驗 して 見た の に 、 幼蟲は 海 綿か ら出 る current に威 ず る邊 まで ゆ くと

急に 其の 方 向に 進 も うとす る。 然 し運 動 が 非常に緩慢なの で 容易 には 達 し得 ら

れ ない 。 其 故 、 自然 の 趺 態 に於 て も 之顧 iv〔
L
に 泳 v ’

で ゆ くの で は な く、 流さ れ て

偶 然海綿に 到 る もの と考 へ る方 が 催 らしU・・
。 幼蟲 は 海綿に 著 くと直 ぐ其の 特異
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